The Relation of Handi capped Children to Their Siblings by 井原 成男
障害児の兄弟関係*
- しっとをどう解決するか-
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わけの分からない コ トノミを真似 ロする
姉のいる人について
時間がとれない (上の人に) l31%(4)l
自分も甘えたい ●どうして自分 [二亘変垂]だけいけないのか ときく











































































































































































































記 念巳手がかかって時間が l 72%(5) l
怒り方が分からない [コ 14%(1)
妹の方が寂しそう □
*N-6(弟のいる人3人,妹のいる人3人)
**()内は実数
表7 困ったことの解決方法
(下の人との関連にて)
1.下の人が寝てから遊んであげる
2.上下同時に病気しないように気をつける
3.父に協力してもらって分担 (実家 ･家政婦
にあずける)
4.公平にあつかう
5.かわいがり方を教える (いいきかせる)
6.年齢がいって怒らなくてすむようになる
7.下の人の年齢がいって他の子と遊べるよう
になる
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公平にあつかうという点では,上の人がいる場合
と同じですが,かわいがり方を教えるというとこ
ろが,くり返し教えてあげなければならない,よ
りむずかしいところになります｡これはとてもむ
ずかしい｡障害児である上の人がよく分からない
で,もたついているうちに7にあげてあるごとく,
下の人の年齢がいって他の子と遊べるようになっ
たり,お兄ちゃんより理解力が優ってきたりする
ようになってきます｡こうなってくると下の子の
方がお兄ちゃん,お姉ちゃんという感じになって
おいこしてしまうのだと思います｡
上の人が障害児の場合,下の人と極端に年齢が
ちかく生まれたような兄弟関係になります｡その
点で,同じくらい手のかかる子が2人いるという
極めて大変な状況になるわけです｡このような状
況で,2人が同時に病気になったときなど,父や
親戚,近所の人の協力がえられればいいのですが,
そうでない場合は,ボランティアなどの社会的資
源を利用せざるを得ないでしょう｡
D 一人っ子の場合
今までは兄弟のいる場合でした｡次に蓑8をみ
て下さい.これは一人っ子の人が3人いましたの
で,その母親に兄弟がいたらよいなあと思う点を
かいてもらいました｡これをみて分かることは,
上の人,下の人がいる人が,利点としてのべてい
るものがすべてでているということです｡という
表8 一人っ子の人について●
上の人がいればいいと思うところ
1.いっしょに遊んでくれる (遊び方を教えて
くれる)
2.めんどうをみてくれる
3.ものを覚えるのもはやい (話しかけてくれ
る)
4.ケンカもしてくれる
5.他の子ともはやく遊べるようになる
ことは,実際に兄弟がいなくてもお母さん方は兄
弟のいるよい点はだいたい分かっていらっしゃる
のでは? ということになると思います｡また,
このアンケートに答えて下さったお母さん方は現
にこうして,のぞみの家というグループに参加し
ているわけですので,子どもが多勢いることの利
点を体験して知っているのだともいえるように思
います｡
｢ケンカもしてくれる｣という答えは,ケンカが
利点の方に分類されていることをしめしていま
す｡ただ,｢いたわりの心がでる｣とか｢一人っ子
だとさびしい｣というのは,兄弟のいる人のとこ
ろにでてこなかったものです｡実際に兄弟ができ
ると,母親にとっては大変なことはかりで,この
ように,理想的に考えていた面は吹っとんでしま
うのかもしれません｡
ⅠⅠ しっとの症例
アンケートの中でもっとも困る問題の一つとし
てしっと心ということがありました｡お母さん方
は,公平に時間をとってあげる努力をしたり,障
害児の病気について説明して,その子に手がかか
るんだということを説明してあげたり,さまざま
な解決の努力をしておられるようです｡私もそれ
にいくつかの解決方法をつけ加えてみました｡し
かし,いくら努力しても,実際に障害児には手が
かかるのであり,努力でしっと心が消えてしまう
訳ではありません｡これはとてもむずかしい問題
です｡これをどのように解決したらよいのでしょ
うか｡この問題について症例をあげて解決のヒソ
図 1 症例の同居家族
J
蒸 発 ･
下の人がいればいいと思うところ
1.いたわりの心ができる (やさしさ,協力)
2.さびしい
3.社会性が育つ
*上･下いて困ると思うことについてはきいて
いない｡
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33才
トをさぐってみたいと思います｡
図1をみて下さい｡これは私が病院の外来でみ
ている登校拒否の子の例です｡この子は小学校3
年生の女の子で小1になる妹がいます｡不登校の
そもそものきっかけは,学校の給食で食べたくな
いものがあり,それを食べるようにいわれたこと,
鉄棒ができないのを先生にはげまされたのが,本
人にとっては叱られたようにかんじられたという
ことなのです｡ところで,このようなきっかけが
あったということは治療を始めてだいぶたってか
ら分ってきたことなのです｡この子は嫌なことを
すく一に嫌/といえない,無口な子なのです.すぐ
に言えれば問題はそんなに長びかなかったと思う
のです｡ところで,学校でのきっかけはそういう
ことなのですが,家においても学校に行けなくな
るきっかけがありました｡それは,小1の妹が学
校にあがるので,ピカビカの机をおじさんに買っ
てもらったことにはじまります｡妹のビカビカの
机に比べて,お姉ちゃんのがあまりにも見すぼら
しかったので,おじさんがこの子にも買ってあげ
ようとしたのです｡本人は買ってほしかったのに
｢いらない｣と答えました｡本当はほしかったの
だということは,のちに学校に行かなくなってか
らやっと分かったことなのです｡治療が進行する
につれて,この子には,妹に対する ｢しっと心｣
がつよいということがはっきりと分かってきまし
た｡また本人もそれをコトバに出していうように
なりました｡ところで,同じような事件は実は,
この子が3歳のとき,つまり妹が生まれたときに
もおこっていたのです｡本人は妹が生まれるので,
同じ敷地内のおばあちゃんのところに預けられた
のです｡ところが,この子は,｢お母さんがいなく
てさびしかった?｣ときかれても ｢いいえ｣とこ
たえ,2週間もたってから,｢あの時,本当はさび
しかった｣といったそうです｡もともと,お母さ
んとおばあちゃんはうまくいっていなかったので
すが,｢あんたがいなくってこの子は本当にさびし
かったそうだよ｣と母親のくせにそんなことも分
からないのかい,といった風にいやみったらしく
いわれて,お母さんとしてはそうとうショックだ
ったようです｡このように,この子は昔から,自
分の率直な気持ちを真にだしていわない (いえな
いといった方がいいかもしれませんが)ことがあ
ったということなのです｡妹が退院して家に連れ
てこられたときも,何の反応もしめきず黙ってい
たそうです｡たいていのお母さんなら,本人がい
ってくれなくても,このような気持ちがあること
に気づくと思うのですが,ところが,このおしゅ
うとさんは(図をみて下さい),自分の旦那さんも
追いだしてしまったほどの強い人なのです｡その
上,お母さんとお父さんは,このおばあちゃんの
ところに勤めているという形になって給料をもら
っている｡おばあちゃんは事業主なんです｡それ
ぐらい実権のある人であるわけです｡そんなとこ
ろに,11人兄弟の末っ子であるこのお母さんはお
嫁にいったのです｡互角に渡り合えるわけがあり
ません｡いつも,この子を連れて公園にいってい
る間だけが息ぬきの時間だったといいます｡公園
でこの子が何をして遊んでいたか,そんなことに
は関心を向ける余裕もありませんでした｡だから,
お母さんはこの子のことについて,まったく心理
的には何もしりませんでした｡
治療を進めていくうちに,この子が最も変化し
たのは,思っていることを,いいこと悪いこと含
めて,どんどん言うようになったということです｡
まず母親を独占するという形で,妹-の｢しっと｣
があらわれました｡妹が少しでも母と話している
と嫌がるのです｡そのうち,はっきりとコトバに
だして妹へのしっとを表明するようになってきま
した｡これまで出せなかったものが一気に表明さ
れていったのです｡私も,コトバによる表明をお
おいに奨励しました｡そのことによってこの子は
次第に自我がきたえられ,やがて7カ月のち,登
校を始めるようになっていきます｡コトミでしっ
と心を表明するということはとても大切なことで
す｡かつ,それを我々は悪ととるべきではないと
思います｡しっと心は悪かもしれないが,少なく
ともそれがあることは全く,正常なことなのであ
り,ましてや,それを表明することは必要なこと
ですらあると思います｡なぜなら,表現された｢し
っと心｣は,こちらにも分かる｡ああ,この子に
はそういう気持ちがあるのだな,そういうことで
つまづいているのだなと分かるわけです｡いって
くれなければ分かりません｡
面白いことに,妹の方も,どうしてお姉ちゃん
だけ学校にいかなくていいの? と自分の不満を
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表明しはじめます｡この妹の方はしかし,1週間
で登校できるようになりました｡姉への ｢しっと
心｣をちゃんと表現できたからです｡もう一度強
調しておきますが,｢しっと心｣をもつのはまった
く正常なことなのであって,それをもってはいけ
ないと思うべきではないと思います｡そんなこと
を親の側が思っていたら,子どもは自分の気持ち
を表現しにくくなってしまうと思います｡あらか
じめクサイものにフタをするのではなく,気楽に
思っていることをいいあえてこそ,｢しっと心｣に
ついて話し合える場 (あるいはや りあえる場)が
できるのです｡以上で終らせていただきたいと思
います｡
おあ りに
このあと母親たちとの質疑応答がおこなわれ
た｡色々興味深い問題がとりあげられたが,共通
して筆者が感じたのは,いわゆる問題行動らしき
ものがあると,それを悪いものと思ってショック
をうけてしまっているということだった｡筆者と
しては,むしろ問題行動はその子なりに困ってい
ることを表現しているものなのだ,という見解を
とりたい｡もちろん,その表現の仕方は-タなの
だということであるのだけれど｡しかし,-タは
-タなりに表現しているのだから,その表現を一
応 うけとってみて,なにをいわんとしているのか
考えてみることによってはじめて,我々は,相手
の表現を上手なものに変えていけるコマを手にで
きるのだと思う｡これに対応して,母親の側にも,
つい,子どもを怒ってしまった,自分は悪い母だ
という強い罪悪感がある｡我々はしょっちゅう怒
っているのであり,それを表現することにそのよ
うな罪悪感をもってしまうことはまったく必要な
い,と筆者は思 う｡そのような罪悪感をもってし
まうことは,ますます親の態度を自信のないもの
にしてしまうのではないだろうか｡
たまたまこの原稿をかいている日の新聞 (朝日
新聞1984年3月20日朝刊)に中上健次氏の次のよ
うな一文があった9)｡
--うちは子どもをしかるとき体罰を加える｡女房に
も言葉でいって駄目なんだから,ぶっとはせって言っ
てある｡しりをぶつ｡ぱくもやります｡それと暗い場
所に閉じこめて立たせておく｡紀州と違って,東京じ
千,便所の中く･らいですけれどね (太字は筆者)--
氏はさすがに自信をもって体罰を加えておられ
る｡それ故に,しりというもっとも安全なところ
をたたいたり,便所 (東京の便所は水洗なので落
ちる心配もなく,我々にとってはむしろ,最も心
やすらぐ場所でもある)という特別な場所を選定
することができるのだと筆者には思われた｡
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